
○事業概要（新規性、市場性等）

・健康寿命を延ばしたいというニーズの高まりと、第四次産業革命が相まって、利用者のバイタル
（脈拍、血圧、体温等）を見守るなど様々な医療・介護サービスが提供されている。しかしながら、こ
れらは、バイタルの測定値を表示するのみで、異常の検出は属人的になされている。

・そこで、コア企業が独自に開発したバイタルの状態をスコアリングする機能を、医療・介護サービス
等の開発者にＡＰＩで提供する。当該ＡＰＩを活用することで、標準化した健康管理サービスの提供が
可能となり、人材不足の解消と、早期発見による健康寿命の延伸に貢献できる。

・病院（療養病棟）・介護施設・デイサービス等施設利用者は、全国で１，１５６万人あり、これらがメイ
ンターゲットである。さらに、スマホアプリ等健康管理サービスへの展開や、海外展開が期待できる。

・コア企業が有する事業推進力、連携体である㈱ソフト開発が有するシステム開発力、および(医)芙
蓉会が有する実証の場等を活用し、５年後に売上高３７，３５３万円を目指す。

事業名：バイタルスコアで健康リスクを知らせるサービスをＡＰＩで提供

地域 福岡県福岡市 認定日 令和元年６月７日 ８－１－１６８

事業分類 情報通信 テーマ分類 健康・福祉

連携体の構成事業推進体制

①補助金
②低利融資
③信用保証
④特許料減免

支援予定メニュー

長崎大学
青柳教授、本田教授

技術支援

コア企業： 芙蓉開発㈱
（福岡県福岡市）

・「安診ネット」事業で培った経験を活かして、事業全体を推進。

・「安診ネット」事業で構築したネットワークを活用して販売。

・グループ会社を活用して企画・開発。

㈱ソフト開発
（東京都町田市）

・Webアプリケーションの開発力を
活かして、ＡＰＩを開発。

提供するサービスのイメージ

(医)芙蓉会
（福岡県大野城市）

・病院・介護施設など実証の場を
提供。

・「安診ネット」の運用実績を活かし
て、企画・開発を支援。

スコ
ア３

ＡＰＩ

バイタルデータ等

健康リスクのスコア

介護ソフト等

新連携事業

企画、開発、販売、事業推進

開発 企画、開発
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